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広 報 Izumizaki-mura  Fukushima-ken

霜月

　９月２９日（土）幼稚園で秋季大運
動会が行われました。
　台風の接近の影響が懸念されました
が、子ども達は練習の成果を十分に発
揮し、ご家族の前で元気な姿を披露し
ました。

幼稚園運動会
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村税 
12億4,893万2千円 (28.3%）

繰入金
4億4,835万5千円（10.2%）

繰越金
4億4,149万7千円（10.0%）

使用料・手数料
4,764万円（1.1%）

 議会費
 6,255万9千円（1.6%）

総務費 
8億7,224万円（22.1%）

民生費 
9億1,854万円

（23.2%）

衛生費 
3億7,024万3千円（9.4%）

農林水産業費 
3億9,244万7千円（4.9%）

商工費 
2億2,361万1千円（5.7%）

土木費 
1億8,844万
5千円（4.8%）

消防費 
1億6,253万
3千円（4.1%）

教育費 
5億1,777万6千円

（13.1%）

災害復旧費
9,093万6千円（2.3%）

公債費 
3億5,421万2千円（9.0%）

人件費
6億5,257万7千円 （16.5%）

公債費 
3億4,197万1千円（8.7%）

扶助費 
3億3,851万3千円

（8.6%）

普通建設事業費 
4億9,258万5千円（12.5%）

災害復旧事業費 
1,273万4千円（0.3%）

物件費
7億3,186万7千円（18.5%）

繰出金 
3億4,063万4千円（8.6%）

補助費等 
6億9,373万9千円（17.5%）

積立金 
3億583万5千円（7.7%）

維持補修費 
2,437万5千円（0.6%）

投資及び出資金 
1,556万2千円（0.4%）

貸付金 
300万円（0.05%）

諸収入他
1億854万4千円（2.5%）

県支出金 
4億7,195万円（10.7%）

地方交付税 
9億6,407万円（21.9%）

村債 
1億7,574万4千円（4.0%）

国庫支出金 
3億961万9千円（7.0%）

その他（地方消費税交付金等）
1億9,415万1千円（4.4%）

39億5,339万2千円39億5,339万2千円

21億1,553万4千円
（48.0%）

22億9,496万8千円
（52.0%）

義務的経費

投資的経費

その他の経費

歳　出

13億3,306万1千円（33.7%）　

5億531万9千円
　　（12.8%）

21億1,501万2千円（53.5%）

44億1,050万円
歳　入

歳　出

依存財源

自主財源

平成29年度　決算報告
　平成29年度一般会計の歳入総額は44億1,050万円（前年度比△7,818万円、△3.9％減）、歳出総額は39億5,33
9万円（前年度比△2億4,719万円、△5.9％減）で実質収支は4億1,338万円の黒字となっています。

歳入内訳

性質別歳出 目的別歳出
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村
税
等
の
自
主
財
源
は
、
行
政
活

動
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自
主
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と
安
定
性
を
確
保
す
る

た
め
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な
り
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、
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経
常
収
支
比
率
（
地
方
自
治
体
の

財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
）
前
年

比
3
・
4
％
増
の
84
・
2
％
と
な
り

ま
し
た
。
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入

 

歳
　
出

１人当たり・１世帯当たりの村税の負担と使われたお金
１人当たりの
　　村税の負担額　191,819円
　　使われたお金　607,187円

１世帯当たりの
　　村税の負担額　　541,836円
　　使われたお金　1,715,138円

※平成30年３月31日現在の住民
　基本台帳人口・世帯数で算出
　　　人　口：6,511人
　　　世　帯：2,305世帯

１人当たりに使われたお金の内訳　※歳出決算額を行政の目的別に分類し､１人当たりの額を算出したものです｡

総務費
133,964円

民生費
141,075円

公債費
54,402円

教育費
79,523円

農林水産業費
29,557円

衛生費
56,864円

土木費
28,943円

消防費
24,963円

災害復旧費
13,967円

商工費
34,321円

議会費
9,608円

特別会計
　特別会計は、特定の収入で特
定の事業を実施するための会計
です。一般会計と区別すること
で、それぞれの事業の収支や運
営実績を明確にすることができ
ます。村には、国民健康保険や
農業集落排水処理事業など特別
会計が５つあります。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 9億747万9千円 8億5,088万2千円 5,659万7千円
後期高齢者医療 6,086万2千円 5,426万3千円 659万9千円

介護保険 5億4,555万7千円 4億8,679万2千円 5,876万5千円

介護老人保健施設 44万円 43万5千円 5千円

農業集落排水処理 2億880万7千円 1億8,840万1千円 2,040万6千円

合　　計 17億2,314万5千円 15億8,077万3千円 1億4,237万2千円

企業会計
　企業会計は、地方公共団体が
社会公共の利益を目的に経営す
る地方公営企業の会計です。主
に利用者が支払う料金収入で事
業を行っています。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 2億7,611万7千円 2億196万2千円 7,415万5千円
資本的 0円 1億1,251万1千円 △1億1,251万1千円

水道事業

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 148万5千円 115万4千円 33万1千円
資本的 0円 2億5,675万5千円 △2億5,675万5千円

※収支の不足分は、内部留保資金（減価償却費など実際にお金の支出がない費用計上によって
生じた資金）等で補てんします。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 2,899万9千円 1,260万6千円 1,639万3千円
資本的 0円 4,304万9千円 △4,304万9千円

住宅用地造成事業

工業用地造成事業
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平成29年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

指　　標 内　　容 泉崎村 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 一般会計の赤字の割合 赤字なし 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会計
すべての会計の赤字の割合

赤字なし 20.0％ 30.0％

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 8.6％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 将来負担が見込まれる負債の割合 比率なし 350.0％

健全化判断比率

公営企業の名称 泉崎村 経営健全化基準

水道事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

工業用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

住宅用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） 資金不足なし 20.0％

流通業施設用地造成事業特別会計（法非適用） 資金不足なし 20.0％

資金不足比率

　地方公共団体の借入金の元金及び利子の支払いのための費用である公債費は、特に弾力性に乏しい経費であるこ

とから、その動向に常に注意する必要があります。

実質公債費比率の推移
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貯金
（積立金）

村の貯金は15億8,317万円です。

村民１人当たりに換算すると２４万３千円となります。

　村の貯金に当たる「基金」は、災害発生時等の緊急時の対応や教育・文化の振興、福祉の向上などのために積
み立てて活用しています。
　平成２９年度は、東日本大震災復興基金１,７７４万５千円及び減債基金１億２,７０５万７千円の取り崩しが
あったものの、その他特定目的基金の泉崎駅東口開発基金３億円等の積立により、全体で１億６,１０３万３千円
の増加となり、平成２９年度末の基金残高は１５億８,３１７万円となっています。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要なことから借入金を活用しています。これらの施設は長年に
わたり使用するもので、次の世代を含め、使う人みんなで公平に負担してもらうという考えから借り入れをして
います。
　平成２９年度末の残高は一般会計４４億４,８３１万４千円、病院事業会計１億３,００２万円、水道事業会計
３億７,７１５万３千円、農業集落排水処理事業会計１１億１,１４５万８千円となっています。

　借入金
（村債・
　企業債）

村の借入金は60億6,694万円です。

村民１人当たりに換算すると９３万２千円となります。
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（億円） ■ 財政調整基金　　■ 減債基金　　■ その他特定目的基金

5億3,518万円

14億2,214万円
15億8,317万円

4億5,363万円 4億9,669万円

8億4,916万円 8億7,346万円
8億28万円

10億57万円
10億4,131万円
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（億円） 一般会計 病院事業会計 水道事業会計 農業集落排水処理事業特別会計

平成21年度平成20年度 平成29年度平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

61億160万円61億8,718万円 63億5,467万円
60億6,694万円

87億9,986万円
80億8,326万円

71億9,437万円 66億1,286万円
75億3,338万円75億3,338万円

58億9,353万円
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平成29年度主な事業（一般会計）
子育て支援・高齢者福祉（民生費　9億1,854万円）

学校・生涯学習（教育費　5億1,777万6千円）

障がい者自立支援事業
除染対策事業
放課後児童対策事業
乳幼児福祉事業
敬老祝金支給事業

さつき公園長寿命化改修事業
中学校校舎屋根改修工事
基礎学力向上推進事業
幼稚園トイレ洋式化工事
新入学児童ランドセル贈呈事業

1億2,616万円
7,423万円
3,022万円
2,539万円

486万円

1,466万円
1,328万円
1,177万円

836万円
205万円

子育て支援事業

基礎学力向上推進事業

健康づくり・環境衛生（衛生費　3億7,024万3千円）

白河広域圏衛生処理負担金
南東北泉崎診療所事業費
予防事業
母子保健事業
地域医療体制充実負担金

6,059万円
1,763万円
1,645万円

829万円
188万円

総合検診

道路･農業･商工業（土木費1億8,844万5千円／農林水産業費3億9,244万7千円／商工費2億2,361万1千円）

６次産業館建設事業
駅周辺道路整備事業
ふくしま森林再生事業
パークゴルフ場整備事業
村道新田・蕪内線石綿管布設替事業

1億1,148万円
4,644万円
3,468万円
3,056万円
1,955万円

６次産業館建設事業

消防・その他（消防費1億6,253万3千円／総務費8億7,224万円／公債費　3億5,421万2千円など）

役場庁舎太陽光発電設備等導入事業
消防車両更新事業
矢吹泉崎バスストップ利用促進協議会負担金
天王台地区賃貸住宅事業
指定避難所空調設備等設置事業

6,145万円
3,224万円
1,338万円
1,292万円

827万円役場庁舎太陽光発電
設備等導入事業
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◆目　的　　東南アジア（ラオス・ベトナム）の山奥の子ども達は、恵まれない生活環境や不十分な学校環境でも、
瞳を輝かせて学び逞

たくま

しく生きている。その姿を鏡として、恵まれた環境に生まれ育った日本の子ど
も達は、何を学ぶことができるのか。また、それを知った日本の子ども達が、「人の役に立つ人間に
なりたい」と立ちあがった姿の紹介などから、これからの日本の学校教育・家庭教育で子ども達に
大切にしたいこととは何かを考える機会とする。

◆演　題　　『働くって何だろう？』を考える特別授業
　　　　　　～豊かさとは？私たちは誰のため、何のために将来働くのか～
◆場　所　　泉崎中学校体育館
◆日　程　　１１月１５日（木）１３：４０～１５：３０
◆対　象　　泉崎中学校全校生徒（２００人）、同校保護者、幼・小中教職員、ＰＴＡ関係者
◆講　師　　宍

し し ど

戸　仙
せんすけ

助先生

　９月１４日に開催された泉崎村議会第３回定例会における、泉崎村教育委員会委員の任命について議会の同意
に基づき、１０月１日（月）に久保木村長より草野太朗氏に辞令の交付がされました。任期は、平成３０年１０
月１日から４年間です。

◆氏　　名　　草野　太朗
◆住　　所　　泉崎字愛宕山３０番地
◆生年月日　　昭和２４年４月１０日生

～教育委員会のしくみ～
　教育委員会は、地域の学校教育、社会教育、文化芸術、スポーツ等に関する事務
を担当する機関です。
　教育委員会は、村長が議会の同意を得て任命する教育長及び４人の委員で組織さ
れている合議制の執行機関です。
　教育委員会の会議は、月１回の定例会と必要により開催される臨時会です。

キャリア教育講演会

泉崎村教育委員会委員の任命

問教育委員会　☎５４・１５３３

問教育委員会　☎５４・１５３３

1977年　福島大学教育学部卒業
1977年　石川郡浅川町立里白石小学校教諭を振り出しに、古殿町立山上小、白

沢村立和田小、福島市立矢野目小、福島第四小に勤務。その後、矢祭
町立下関河内小教頭、福島市立下川崎小、大森小、森合小に勤務。

2008年　矢祭町立東舘小校長（東日本大震災、被災）
2011年　伊達市立富野小校長
2013年　福島県公立学校教職員を定年退職
2013年　認定ＮＰＯ法人アジア教育友好協会参与（～現在）

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８

随時・社員（見習い可）募集中  /  社会・厚生年金・雇用保険有り

塗装【ペンキ】工事
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ス
ー
・
チ
ー
氏
泉
崎
視
察

　

10
月
７
日
㈰
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー

国
家
顧
問
兼
外
相
が
泉
崎
村
に

来
村
し
、
社
会
福
祉
法
人
こ
こ

ろ
ん
が
運
営
す
る
「
直
売
カ

フ
ェ
こ
こ
ろ
や
」
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

ス
ー
・
チ
ー
氏
は
日
・
メ
コ

ン
地
域
諸
国
首
脳
会
議
出
席
の

た
め
来
日
し
、
日
本
の
農
業
の

現
状
や
農
山
村
の
活
性
化
事
業

を
参
考
に
し
た
い
と
要
望
し
、

人
手
不
足
に
直
面
す
る
農
業
と

働
く
場
が
不
足
し
て
い
る
障
害

者
の
福
祉
施
設
な
ど
が
協
力
す

る
「
農
福
連
携
」
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
同
施
設
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
こ
こ
ろ
ん
の
関
元

行
理
事
長
、
熊
田
芳
江
施
設
長

か
ら
農
福
連
携
や
直
売
所
な
ど

の
取
り
組
み
、
畠
利
行
副
知
事

か
ら
は
震
災
後
の
復
興
に
つ
い

て
、
久
保
木
村
長
か
ら
は
村
の

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ー
・
チ
ー
氏
は
こ

こ
ろ
や
に
隣
接
す
る
こ
こ
ろ
ん

フ
ァ
ー
ム
の
オ
ク
ラ
畑
に
も
足

を
運
び
見
学
し
、
農
場
長
の
関

は
に
わ
の
里
手
作
り
商
品

　
「
雁
月
」
の
ご
紹
介

　

10
月
６
日
㈯
に
開
催
し
ま
し

た
「
は
に
わ
の
里
祭
」
で
は
、

多
く
の
皆
様
に
ご
来
店
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
店
内
で
販
売
さ
れ

て
い
る
手
作
り
商
品「
雁
月（
が

ん
づ
き
）」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

雁
月
と
は
、
大
き
く
蒸
し
た

生
地
を
「
満
月
」
に
、
上
に
散

ら
し
た
ご
ま
を
「
雁
」
に
見
立

て
た
と
言
わ
れ
る
蒸
し
パ
ン
の

よ
う
な
郷
土
料
理
で
す
。

　

肝
心
の
味
は
、
黒
糖
の
甘
味

が
絶
妙
で
、
疲
れ
た
日
の
お
や

つ
に
最
適
で
す
。

　

は
に
わ
の
里
の
真
心
を
込
め

て
作
っ
た
「
雁
月
」
を
是
非
、

ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

【アウン・サン・スー・チー】
　1945 年６月 19 日ヤンゴン（ラン
グーン）生まれ。
　「ビルマ建国の父」のアウン・サ
ン将軍の長女。デリー大学（印）
を経て、オックスフォード大学（英）
を卒業。
　また、1985 年から約１年間京都
大学で客員教官を務めた経験もあ
る。
　国民民主連盟（NLD）の書記長
に就任するなど民主化を目指し、
軍事政権に反対するも、1989 年に
軍事政権によって自宅軟禁とされ
た。2010 年に解放されるまでの約
22 年間のうち計 14 年以上を拘束・
軟禁下で過ごした。
　1991 年には、非暴力運動でミャ
ンマーの民主化に貢献したとして
ノーベル平和賞を受賞

「いらっしゃいませ！」はにわの里

「雁月（がんづき）」：２００円

関根農場長から説明を受ける
スー・チー氏

スー・チー氏とこころんの関係者

至郡山

至白河

あぶくま高原道路矢吹 I.C

ローソン
ノーベル

農産物直売所　はにわの里
セブン
イレブン

４

75

東
北
自
動
車
道

東
北
本
線 泉

崎
村
役
場

泉
崎
駅

会員随時募集中！
　はにわの里では、商品を納入する会員を随時募集しています。
【営 業 時 間】直売所：９：00 ～ 18：00
　 　 　 　 　 食　堂：11：00 ～ 14：00
【定　休　日】直売所：年中無休
　 　 　 　 　 食　堂：毎週月曜日
【お問い合わせ】「はにわの里」☎ 0248-21-7004

根
考
迪
さ
ん
か
ら
、
遊
休
農
地

を
活
用
し
て
約
50
品
目
を
障
害

者
と
一
緒
に
栽
培
し
て
い
る
と

い
う
説
明
を
受
け
、「
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
も
同
様
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
の
で
、
今
後
の
参
考
に

し
た
い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
終

始
笑
顔
の
視
察
と
な
り
ま
し

た
。
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泉
崎
チ
ー
ム
市
町
村
対
抗
野

球
に
出
場

　

９
月
８
日
㈯
か
ら
開
催
さ

れ
た
第
12
回
市
町
村
対
抗
福

島
県
軟
式
野
球
大
会
に
泉
崎

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
磐
梯
町
と
対
戦

し
、
３
対
０
で
完
封
勝
利
。

続
く
２
回
戦
で
は
富
岡
町
と

対
戦
し
て
、
こ
ち
ら
も
３
対

０
の
完
封
勝
利
を
収
め
ま
し

た
。

　

そ
し
て
ベ
ス
ト
８
を
か
け

た
３
回
戦
で
は
、
強
豪
い
わ

き
市
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
４
対
０
で
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

代
表
選
手
並
び
に
関
係
者

の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

９
月
25
日
か
ら
30
日
ま
で

の
５
日
間
は
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
期
間
と
な
っ
て
お

り
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

村
内
で
も
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
、
泉
崎
村
交
通

対
策
協
議
会
主
催
に
よ
り
、

ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
前
交
差
点

に
て
テ
ン
ト
村
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
同
日
は
、
雨
の
た
め

パ
レ
ー
ド
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
泉
崎
第
一
小

学
校
の
５
・
６
年
生
に
よ
る

交
通
安
全
鼓
笛
発
表
会
が
あ

り
、
地
域
住
民
の
方
々
に
交

通
安
全
の
呼
び
か
け
を
し
ま

し
た
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
中
学

生
へ
反
射
材
贈
呈

　

９
月
25
日
㈫
泉
崎
中
学
校

校
長
室
に
お
い
て
、
泉
崎
村

交
通
安
全
協
会
の
三
浦
耕
志

朗
会
長
と
佐
川
弥
七
副
会
長

よ
り
全
校
生
代
表
し
て
泉
崎

中
規
律
委
員
長
の
中
目
知
希

さ
ん
へ
自
転
車
の
交
通
事
故

防
止
の
た
め
反
射
材
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。

ス
プ
リ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
村
へ
寄
付
金

　

９
月
14
日
㈮
泉
崎
村
の
吹

奏
楽
団
「
ス
プ
リ
ン
グ
・
ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
よ

り
泉
崎
村
へ
寄
付
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
楽
団
は
９
月
８
日
に
結

成
14
年
目
の
記
念
と
し
て
、

初
め
て
の
演
奏
会
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
演
奏
会

で
集
め
ら
れ
た
入
場
料
を
村

の
福
祉
事
業
へ
役
立
て
て
欲

し
い
と
の
希
望
に
よ
り
団
長

の
本
田
秀
夫
さ
ん
よ
り
久
保

木
村
長
に
寄
付
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

楽
団
の
皆
さ
ん
の
想
い
を

大
切
に
、
村
の
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

愛
郷
の
輝
き
交
流
事
業

稲
刈
り
体
験
を
実
施

　

稲
刈
り
体
験
は
、
10
月
７

日
㈰
に
踏
瀬
字
長
峯
地
内
の

（
草
野
様
所
有
）
田
ん
ぼ
に

て
行
わ
れ
、
天
王
台
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
や
八
雲
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
住
民
の
方
々
な
ど
約
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
黄
金
に
輝

く
酒
米
「
夢
の
香
」
を
、
鎌

を
用
い
刈
り
取
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

刈
り
取
り
後
は
、
参
加
者

全
員
で
食
事
を
し
な
が
ら
歓

談
し
ま
し
た
。

　

今
回
刈
り
取
っ
た
お
米

は
、日
本
酒
「
愛
郷
の
輝
き
」

と
し
て
12
月
上
旬
に
村
内
の

酒
類
販
売
所
に
て
販
売
い
た

し
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

熱戦の様子

交通安全テント村の様子

左から佐川副会長、
三浦会長、中目規律委員長 交通安全鼓笛発表

稲刈り体験参加者の皆さん

寄付金を手渡す本田秀夫さん
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児
童
館
出
前
教
室

　

９
月
26
日
㈬
第
一
児
童
ク

ラ
ブ
、
９
月
28
日
㈮
第
二
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
村
中

央
公
民
館
主
催
事
業
の
出
前

教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
本
柳
サ
ト
子
先
生

を
迎
え
、
色
々
な
動
物
の
皮

の
特
徴
を
聞
き
「
レ
ザ
ー
ク

ラ
フ
ト
（
ふ
く
ろ
う
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
作
り
）」
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

皮
は
紙
を
切
る
の
と
は

違
っ
て
ハ
サ
ミ
の
使
い
方
に

苦
戦
し
た
り
、
の
り
を
つ
け

す
ぎ
た
り
す
る
場
面
が
あ
っ

た
も
の
の
、
徐
々
に
皮
の
特

徴
を
つ
か
み
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
が
納
得
の
い
く
作
品
を
完

成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
を
終
え
た
子
ど
も
達

か
ら
は
「
体
験
で
き
て
よ

か
っ
た
」や「
達
成
感
が
あ
っ

た
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
充
実

感
と
満
足
感
を
実
感
し
て
い

た
よ
う
で
し
た
。

成
人
学
級
秋
の
遠
足

　

10
月
15
日
㈪
中
央
公
民
館

主
催
事
業
の
成
人
学
級
秋
の

遠
足
を
い
わ
き
市
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
遠
足
に
は
学
級
生

38
名
が
参
加
し
、
い
わ
き
デ

イ
ク
ル
ー
ズ
の
大
型
観
光
遊

覧
船
「
ふ
ぇ
に
っ
く
す
」
に

乗
船
し
ま
し
た
。
小
名
浜
湾

内
を
巡
る
遊
覧
コ
ー
ス
で
は

幼
稚
園
秋
季
大
運
動
会

　

９
月
29
日
㈯
大
型
台
風
が

近
づ
き
非
常
に
心
配
な
天
候

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
園
児

173
名
の
元
気
パ
ワ
ー
で
、
秋

季
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

久
保
木
村
長
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
来
賓
の
皆
様
や

ご
家
族
の
皆
様
が
見
守
る

中
、
全
園
児
に
よ
る
運
動
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
呼
び
か
け
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

か
け
っ
こ
や
玉
入
れ
、
リ

ズ
ム
、親
子
競
技
な
ど
で
は
、

一
人
ひ
と
り
が「
頑
張
る
！
」

「
勝
ち
た
い
！
」
と
い
う
気

持
ち
で
参
加
し
、
チ
ー
ム
の

勝
利
に
向
け
て
一
生
懸
命
に

力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

年
長
児
に
よ
る
ク
ラ
ス
対

抗
リ
レ
ー
で
は
、
ク
ラ
ス
が

一
丸
と
な
り
一
生
懸
命
に
走

る
姿
に
、
年
少
児
、
年
中
児

は
大
き
な
拍
手
を
し
て
応
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
青
組
が
優
勝
し
ま

し
た
が
、
最
後
ま
で
頑
張
っ

た
子
ど
も
達
の
表
情
か
ら

は
、
や
り
遂
げ
た
満
足
感
と

第二児童クラブ 第一児童クラブ

遊覧船を前に笑顔の学級生たち

年中団体競技「ラーメン一丁」 年長個人競技「かけっこ」 年長リズム「ようこそにほんへ」

美
し
い
海
岸
線
と
青
い
太
平

洋
、
船
の
後
を
追
い
か
け
て

く
る
カ
モ
メ
な
ど
を
眺
め
な

が
ら
、
360
度
の
パ
ノ
ラ
マ
を

存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
６
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
の
い
わ
き

イ
オ
ン
モ
ー
ル
小
名
浜
を
訪

れ
、
学
級
生
は
興
味
深
く
店

舗
を
見
学
し
た
り
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
し
た
り
と
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
も
ク
イ

ズ
や
カ
ラ
オ
ケ
で
大
変
盛
り

上
が
り
、
学
級
生
同
士
の
親

睦
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

楽
し
い
遠
足
と
な
り
ま
し

た
。

自
信
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
方

の
ご
声
援
や
ご
協
力
か
ら
、

家
族
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
素
晴
ら
し
い
運

動
会
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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村
保
育
所
い
も
ほ
り

　

10
月
５
日
㈮
い
ち
ご
、

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
の
子
ど
も

達
31
名
が
幼
稚
園
バ
ス
に

乗
っ
て
、
岩
瀬
農
業
高
校
へ

い
も
ほ
り
に
行
き
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
ず
っ
と
楽
し
み

に
し
て
い
た
子
ど
も
達
は
、

バ
ス
の
中
で
は
「
い
も
ほ
り

の
う
た
」
を
歌
い
、
や
る
気

満
々
で
し
た
。

　

畑
に
到
着
す
る
と
、
た
く

さ
ん
の
高
校
生
に
び
っ
く
り

し
、
緊
張
し
て
い
た
も
の
の
、

芋
ほ
り
が
始
ま
る
と
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
和

や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
泥
ん

こ
に
な
り
な
が
ら
も
楽
し
く

サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
日
の
う
ち
に
蒸

か
し
芋
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
協
議
会
村
内

施
設
に
リ
ン
ゴ
贈
呈

　

10
月
10
日
㈬
村
民
生
児
童

委
員
協
議
会
か
ら
村
内
の
介

護
施
設
３
か
所
に
リ
ン
ゴ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
所
属
で
高
齢
者
支

援
担
当
の
プ
ラ
チ
ナ
サ
ポ
ー

ト
代
表
の
小
林
伸
幸
委
員
が

「
さ
つ
き
の
郷
」「
ケ
ア
ハ
ウ

ス
泉
崎
」「
泉
崎
南
東
北
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
訪

れ
リ
ン
ゴ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

第
２
回
「
大
人
の
趣
味
く
ら

ぶ
」
開
催

　

10
月
５
日
㈮
中
央
公
民
館

主
催
事
業
の
大
人
の
趣
味
く

ら
ぶ
を
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
と
な
る
今
回
は

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
を
訪

れ
「
コ
キ
ア
」
を
観
賞
し
ま

し
た
。

　

海
浜
公
園
の
コ
キ
ア
は
紅

葉
の
時
期
に
は
少
し
早
か
っ

た
も
の
の
、
緑
色
か
ら
少
し

ず
つ
紅
色
へ
と
移
ろ
い
ゆ
く

美
し
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は

ま
さ
に
絶
景
で
、
太
平
洋
か

ら
の
潮
風
と
高
い
空
を
望
む

コ
キ
ア
の
丘
で
秋
の
訪
れ
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

コ
キ
ア
観
賞
後
は
日
立
お

さ
か
な
セ
ン
タ
ー
の
あ
か
つ

水
産
で
久
慈
漁
港
に
揚
が
っ

た
新
鮮
な
魚
介
を
そ
の
場
で

選
び
、
好
み
の
海
鮮
丼
を
作

る
、
名
物
「
味
勝
手
丼
」
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
目
移
り
す
る
ほ

ど
の
た
く
さ
ん
の
具
材
か
ら

好
み
の
魚
介
を
選
び
、
丼
に

お芋見えてきたよー！

お芋の前で記念撮影

泉崎南東北リハビリテーション・ケアセンター さつきの郷 ケアハウス泉崎

運べるかなー？

新鮮な海鮮をいただきました 美しいコキアの前で

綺
麗
に
盛
り
付
け
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
海
鮮
丼
を
堪
能
し
ま
し

た
。

　

次
回
の
大
人
の
趣
味
く
ら

ぶ
で
も
季
節
を
味
わ
い
楽
し

め
る
よ
う
な
体
験
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
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市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
出
場
結
団
式

　

９
月
21
日
㈮
、
役
場
村
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
５
回

福
島
県
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
10
月
13
日
開

会
）
出
場
へ
向
け
て
泉
崎
村

代
表
チ
ー
ム
の
結
団
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

杉
田
教
育
長
、
箭
内
副
村

長
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、

中
野
目
喜
雅
監
督
に
村
旗
を

託
し
ま
し
た
。

　

中
野
目
監
督
は
、「
昨
年

よ
り
も
さ
ら
に
若
い
選
手
が

増
え
て
よ
り
機
動
力
が
高
い

チ
ー
ム
に
な
っ
た
。
練
習
試

合
を
重
ね
経
験
を
積
み
、
昨

年
以
上
の
結
果
を
残
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
穂
積

健
主
将
が
必
勝
の
決
意
表
明

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
鈴
木
盛
利

議
長
よ
り
「
昨
年
２
回
戦
に

お
け
る
田
ん
ぼ
の
よ
う
な
グ

ラ
ウ
ン
ド
上
で
の
、
皆
さ
ん

の
雄
姿
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
。
今
年
も
昨
年
以

上
の
感
動
を
期
待
し
て
応
援

に
行
き
ま
す
」
と
激
励
の
あ

中
学
陸
上
県
大
会
に
泉
崎
中

生
３
名
出
場

　

10
月
７
日
㈰
に
郡
山
ヒ
ロ

セ
開
成
山
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
た
２
０
１
８
民
報
杯

福
島
県
中
学
校
新
人
陸
上
競

技
大
会
に
、
地
区
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
泉
崎
中
学
校
の
生

徒
３
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
に
先
立
ち
、
10
月
２

日
㈫
に
激
励
金
の
交
付
式
が

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

に
は
県
大
会
に
出
場
す
る
鈴

石
葵
さ
ん
（
２
年
）、
西
槇

杏
莉
さ
ん
（
２
年
）、
草
野

翼
さ
ん
（
１
年
）
が
出
席
し
、

久
保
木
村
長
か
ら
激
励
金
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
選
手
は

一
人
ひ
と
り
大
会
へ
の
抱
負

を
語
り
、
大
会
で
の
活
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

瀬
知
房
老
人
ク
ラ
ブ
主
催

「
秋
祭
り
交
流
会
」
開
催

　

10
月
８
日
㈪
瀬
知
房
公
園

で
瀬
知
房
老
人
ク
ラ
ブ
主
催

の
秋
祭
り
交
流
会
が
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昔
な
が
ら
の
行
事
の
減
少

に
よ
り
地
域
の
子
ど
も
達
と

触
れ
合
う
機
会
が
な
か
っ
た

た
め
、
地
域
活
性
化
と
地
域

の
防
犯
性
を
高
め
る
き
っ
か

け
と
し
て
今
年
が
初
め
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
の
子
ど
も

達
や
そ
の
保
護
者
を
は
じ

め
、
近
所
の
方
々
な
ど
約
80

名
が
参
加
し
、
大
判
焼
き
や

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
振
舞
わ
れ

た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

輪
投
げ
や
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

川俣町戦の様子 ソフトボール泉崎村チーム

激励金を受け取った選手達

ニュースポーツを楽しむ参加者

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
10
月
14
日
㈰
相

馬
市
の
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
川
俣
町

と
対
戦
し
、
接
戦
と
な
り
ま

し
た
が
３
対
４
で
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

代
表
選
手
並
び
に
関
係
者

の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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白
河
・
西
白
河
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

　

９
月
16
日
㈰
白
河
市
の
東

風
の
台
運
動
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
39

回
白
河
・
西
白
河
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
泉
崎
村
か
ら

は
太
田
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
と
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
タ
ー

ズ
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

両
チ
ー
ム
と
も
善
戦
し
ま

し
た
が
惜
し
く
も
１
回
戦
で

敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

選
手
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

協
会
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
　

10
月
７
日
㈰
泉
崎
村
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場
で
第
16
回
協
会

長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
戦
と

な
る
今
回
大
会
は
、
３
チ
ー

ム
の
み
の
参
加
と
な
り
総
当

た
り
の
リ
ー
グ
戦
で
争
わ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
は
渡
辺
美
夫
会
長
の

始
球
式
で
始
ま
り
、
各
チ
ー

ム
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

優　

勝　

泉
崎
タ
イ
ガ
ー
ス

準
優
勝　

太
田
川
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ

第
３
位　

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
タ

ー
ズ

さ
つ
き
温
泉
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
開
催

　

９
月
27
日
㈭
泉
崎
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
第
３
回
さ
つ
き

温
泉
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
160
名
が
参
加

し
27
ホ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー
で
行
わ
れ
非
常
に
盛

り
上
が
っ
た
大
会
に
な
り
ま

し
た
。

優　

勝　

泉　
　

篤（
泉
崎
）

準
優
勝　

松
本
兼
夫（
泉
崎
）

第
３
位　

鈴
木
武
利（
郡
山
）

支
部
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
　

10
月
６
日
㈯
、
泉
崎
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
支
部

対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で

の
支
部
対
抗
競
技
と
は
違

い
、
村
体
育
協
会
本
部
が
主

体
と
な
っ
て
参
加
者
を
募
集

し
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
村
施

設
利
用
の
奨
励
を
目
的
と
し

て
、
よ
り
幅
広
い
村
民
を
対

象
に
企
画
し
た
大
会
で
、
小

学
生
～
80
代
ま
で
の
三
世

代
、
合
計
42
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

前
半
は
泉
崎
村
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
員
の
方
々
の
指
導

を
受
け
て
競
技
ル
ー
ル
や
技

術
を
習
得
し
、
後
半
は
９
ホ

ー
ル
プ
レ
ー
に
よ
る
実
践
競

技
を
行
い
ま
し
た
。

　

笑
い
あ
り
、
楽
し
い
会
話

あ
り
、
感
動
あ
り
と
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
た
参
加
者

か
ら
は
、「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
や
「
ま
た
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

太田川ソフトボールクラブ

試合の様子

優勝した泉さん（左） 雨の中プレーする参加者

協会員の指導を受ける参加者支部対抗パークゴルフ大会開会式
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幼
稚
園
自
然
観
察
会

　

10
月
12
日
㈮
「
烏
峠
の
自

然
を
守
る
会
」
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
、
年
長
組
の
子

ど
も
達
が
烏
峠
山
頂
へ
の
山

登
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

道
中
で
は
、
紅
葉
し
た
葉

や
ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ
た
り
、

風
の
音
を
聞
い
た
り
し
な
が

ら
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

頂
上
か
ら
は
、
素
晴
ら
し
い

泉
崎
村
の
景
色
を
一
望
す
る

こ
と
が
で
き
、「
ヤ
ッ
ホ
ー

！
」
と
い
う
子
ど
も
達
の
声

が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
は
女
性
会
員

の
皆
さ
ん
の
手
作
り
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
お
楽

し
み
会
と
し
て
、
ク
イ
ズ
や

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
や
歌
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
自
然
観
察
会
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
と
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
の
お
か
げ
で
貴
重
な

円満平でカレーライス みんなで記念撮影

川
　
柳

生
き
る
糧
望
み
が
叶
う
知
恵
作
り

久
し
振
り
本
音
を
語
る
友
と
居
る　
　
　

須
藤　

節
子

若
き
日
の
望
み
溢
れ
る
日
記
帳

我
が
老
後
本
音
で
そ
っ
と
生
き
て
行
く　

塚
田　

照
子

人
生
は
望
み
通
り
に
進
ま
な
い

六
十
年
本
音
で
語
る
妻
と
居
る　
　
　
　

秋
山　

典
邦

こ
の
先
も
望
み
を
か
け
て
生
き
て
行
く

悩
ま
ず
に
本
音
で
話
す
心
地
良
さ　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

生
き
て
居
る
限
り
望
み
を
持
ち
続
け

語
ら
ず
に
本
音
は
胸
の
中
に
お
く　
　
　

菊
地　

汀
舟

俚
　
謡

職
を
離
れ
て
ゆ
と
り
の
時
間

　
　
　
　
　

気
分
豊
か
な
秋
祭
り　
　
　

須
藤　

節
子

風
に
揺
れ
て
る
秋
明
菊
と

　
　
　
　
　

祭
り
太
鼓
で
夏
終
る　
　
　

塚
田　

昭
子

心
に
残
る
故
郷
を
思
う

　
　
　
　
　

行
っ
て
見
た
い
ね
秋
祭
り　

秋
山　

典
邦

赤
飯
ふ
か
し
秋
野
菜
等

　
　
　
　
　

神
に
供
え
る
秋
祭
り　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

黄
金
に
光
る
稲
穂
を
眺
め

　
　
　
　
　

秋
の
祭
り
の
唄
を
聞
く　
　

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級　

文
芸
ク
ラ
ブ

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

プリザーブドフラワー・ギフト販売・ハーバリウム教室

モント　　　　　　　　　　　ブレチア

営業　月・水・金・土　10：00～17：00
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月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

11/9.16診療

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科
11/8.15.22診療

小林奈美江
眼科

11/9.16.30診療

内藤　梓
消化器内科・外科
第2・4土曜日診療

八木正樹
小児科

11/15のみ診療

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/8.15.22診療

内藤　梓
消化器内科・外科

11/9.16診療

内藤　梓
消化器内科・外科
第2・4土曜日診療

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小鹿山博之
内科・脳外科

第３土曜日のみ診療
緑川博文

心臓血管外科
11/5のみ診療

八木正樹
小児科

11/15のみ診療

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※水曜日の受付は 14時30分までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
� 問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

第１月曜日午後
（14：00 ～ 16：30）

診療所外来11月担当医

■
認
知
症
の
予
防
と
セ
ル
フ

　

チ
ェ
ッ
ク
を
‼

　

認
知
症
は
あ
る
日
突
然
、

脳
に
異
常
が
起
き
る
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
数
を
か

け
て
少
し
ず
つ
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
認
知

症
を
発
症
し
た
と
し
て
も
対

策
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で

進
行
を
遅
ら
せ
、
日
常
生
活

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
切
な
の
は
予
防
と
、
早
期

に
発
見
し
適
切
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

　

予
防
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

は
、

①
「
定
期
的
な
運
動
」

②
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」

③
「
人
と
の
関
わ
り
」

の
三
つ
。
生
活
習
慣
病
の
予

防
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
と

同
じ
で
す
。
つ
ま
り
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
が

認
知
症
予
防
の
第
一
歩
に
な

り
ま
す
。

（
※
高
血
圧
で
３
・
４
倍
、
糖

尿
病
で
２
・
１
倍
の
認
知
症
リ

ス
ク
）

　

今
回
は
【
認
知
症
】
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
自
身

や
ご
家
族
様
に
五
つ
以
上
当

て
は
ま
る
場
合
や
心
配
な
時

は
当
施
設
ス
タ
ッ
フ
ま
で
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
】

□
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ

た
り
聞
い
た
り
す
る

※ 11月1日（木)、2日（金)、29日（木)、30日（金）は内藤先生不在のため休診となります。
※ 11月2日（金）は眼科が休診となります。

□
今
切
っ
た
ば
か
り
の
電
話
の

相
手
の
名
前
を
忘
れ
る

□
し
ま
い
忘
れ
・
置
き
忘
れ
が

増
え
、
い
つ
も
探
し
物
を
し

て
い
る

□
よ
く
知
っ
て
い
る
人
の
名
前

を
忘
れ
る

□
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
い

□
簡
単
な
計
算
間
違
え
が
多

く
、
い
つ
も
大
き
な
お
金
で

支
払
う

□
料
理
・
片
付
け
・
運
転
な
ど

の
ミ
ス
や
蛇
口
・
ガ
ス
栓
の

閉
め
忘
れ
が
多
く
な
っ
た

□
雑
誌
や
新
聞
、
テ
レ
ビ
番
組

の
内
容
が
理
解
で
き
な
く

な
っ
た

□
薬
の
飲
み
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
□
今
日
の
日
付
・
時
間
が
わ
か

ら
な
い

□
慣
れ
て
い
る
場
所
で
も
道
に

迷
う
こ
と
が
あ
る

□
約
束
の
日
時
・
場
所
を
忘
れ

た
り
間
違
え
た
り
す
る

□
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ

く
な
っ
た

□
自
分
の
失
敗
を
人
の
せ
い
に

し
た
り
、
疑
い
深
く
な
っ
た

□
趣
味
や
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組

に
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ

た
□
身
だ
し
な
み
に
気
を
か
け
な

く
な
っ
た

□
一
人
で
外
出
す
る
こ
と
が

減
っ
た

□
気
分
が
落
ち
込
み
や
す
く

な
っ
た

※
診
断
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

目
安
で
す
。

泉
崎
南
東
北　

認
知
症
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

大
木　

孝
則

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所
に
て
、

10
月
15
日
㈪
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。
就
学
前
の
お

子
さ
ん
は
、
11
月
15
日
㈭
の
小

児
科
医
師
に
よ
る
接
種
を
お
勧

め
致
し
ま
す
。
な
お
、
各
市
町

村
に
よ
っ
て
実
施
期
間
や
料
金

等（
接
種
に
伴
う
費
用
の
助
成
）

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

各
市
町
村
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座
の

　

お
知
ら
せ

〇
日
時　

11
月
17
日
㈯

〇
開
場　

13
：
30

〇
講
演　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

集
団
検
診
室

〇
演
題　
「
口
腔
ケ
ア
の
お
話
」

〇
講
師　

　

南
東
北
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

口
腔
機
能
管
理
セ
ン
タ
ー
長

　

口
腔
外
科
医
長

　
　
　
　
　
　

池
谷　

進
先
生
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保健福祉総合センター　☎５４・１３３５

インフルエンザに注意しましょう

平成30年度インフルエンザ予防接種のお知らせ

○インフルエンザとは？
　インフルエンザウイルスに感染することによって起こる、普通のかぜとは違う感染症です。
○症状は？
　３８℃以上の発熱や頭痛、せき、鼻水、のどの痛み、全身の倦怠感や関節の痛みなど全身症状です。
○予防するには？
　・帰宅した時や食事をする前など手洗いを心がけましょう。
　・アルコールを含んだ消毒液で手を消毒するのも効果的です。
　・普段からの健康管理も重要です。栄養と睡眠を十分にとり、抵抗力を高めておきましょう。
　・室内を適度な温度や湿度に保ちましょう。
　・予防接種も重要です。発症する可能性を減らし、発症しても重い症状になるのを防ぎます。
○『せきエチケットを守りましょう』
　せきやくしゃみをする時は、ハンカチやティッシュなどで鼻や口を押さえ、飛沫させないよう気をつけましょ
　う。マスクの着用も推奨されています。

　泉崎村では、６５歳以上の方のインフルエンザワクチン接種と１歳から中学生までのお子さんの接種に伴う費
用助成を下記のとおりおこないます。
　接種の際は県内の医療機関へ必ず電話または窓口で予約してから受けてください。

記
◆接種実施期間　平成３０年１０月１５日（月）～平成３０年１２月２８日（金）
【６５歳以上の方】
◆対象者
　接種日に６５歳になっている方。
※６０歳以上６５歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に自己の身

辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害（身体障害者手帳１級相当）を有する方も含む。
◆自己負担　１,２００円
※生活保護世帯の方は無料ですが、証明書が必要となりますので、保健福祉総合センターにて手続きをしてくだ

さい。
◆医療機関へ持参するもの　健康保険証または、後期高齢者医療受給者証
※６０歳～６５歳未満で対象となる方は身体障害者手帳も持参して下さい。
【１歳から中学生までの方】
◆助成額　　実費から自己負担１,２００円を差し引いた差額分（上限１人：３,０００円）
※上記の接種期間に接種した方で、１回目の接種のみ、医療機関で支払い後、払い戻す方法で料金を助成しま

す。
◆払戻し手続き
　接種後、①領収書②母子健康手帳（接種記録が確認できる物）③通帳（振込用）④印鑑を持参し、平成３１年
１月３１日（木）までに保健福祉総合センターにて手続きをしてください。それ以降は受付できませんのでご注
意ください。

「６５歳以上の方」以外の接種は予防接種法に基づかない任意接種であるため、健康被害が生じた際は、独立
行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく救済制度の対象となる場合があります。予防接種法（定期接種）
と比べて救済の対象や金額等が異なりますのでご留意ください。
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　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

《新刊案内》
　　　　　　　　　書　　　名 　著　者 出　版　社 請求記号

うみまでいけるかな？ 新井　洋行 ひさかたチャイルド E-ｱ
ごろりんたまねぎ いわさ　ゆうこ 童心社 E-ｲ
ももとこもも 宮崎　祥子 岩崎書店 Ｋ-913-ﾐ
メロンに付いていた手紙 本田　有明 河出書房新社 Ｋ-913-ﾎ
勉強が楽しくなるコツ 金子　大輔 金の星社 Ｋ-375-ｶ
わたしが少女型ロボットだったころ 石川　宏千花 偕成社 YA-913-ｲ
高校一冊目の化学基礎 船登　惟希 KADOKAWA YA-430-ﾌ
地に滾る あさの　あつこ 祥伝社 913-ｱ
能面検事 中山　七里 光文社 913-ﾅ
むすびつき 畠中　恵 新潮社 913-ﾊ
鳥類学者無謀にも恐竜を語る 川上　和人 新潮社 457.87-ｶ
おべんとうの時間（４） 阿部　直美 木楽舎 596-ｱ-4
シックでかわいいエコクラフトのかごバッグ＆小物 西尾　ななえ ブティック社 754.9-ﾆ

《図書館からのお願い》

　図書館から借りた本を破いてしまった時は、セロハンテープなどで補修せずに、そのままお持
ちください。専用のテープで補修します。水濡れや匂いにもお気をつけください。雨の日などは
水濡れ防止のため絵本バックのご利用をお願いいたします。なお、汚破損してしまった時は返却
時に職員へ声をかけてください。

和田義臣・若山憲著
こぐま社

（2012年刊）
福島県の民芸品で有名
な赤べこ。ある時、赤
べこは磐梯山に行きた
くなり旅に出ますが…。

『あかべこのおはなし』『グラチネ』
荒木典子著
成美堂出版

（2011年刊）
こ れ か ら 寒 い 時 期 に
なってきます。アツア
ツのグラタンであたた
まりませんか。

石井光太著
ポプラ社

（2016年刊）
言葉には人生を変える
力があります。言葉を
武器に変えるチャンス
です。全３巻。

『きみが世界を変えるなら』 『おばけのクリリン』
こさかまさみ作
さとうあや絵
福音館書店

（2013 年刊）
クリリンは幼稚園に住
んでるおばけです。先
生や子どもに化けて一
緒に遊んでいると…。

今月のおすすめの本

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び
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◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

問
泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
3
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

三
村
安
子
・
佐
川
弥
七

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、

賃
金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に

つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
所

労
働
困
り
ご
と
相
談

会
開
催

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
人

権
週
間
」
で
す
。

　

村
で
は
こ
の
人
権
週
間
に
合

わ
せ
て
「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
の
人
権
に
関
す

る
問
題
・
心
配
ご
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
（
予
約
不
要
）

◆
日
時　

12
月
４
日
㈫

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
防
災
セ
ン
タ
ー

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

心
の
相
談
会

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時　

12
月
16
日
㈰

　

10
：
00
～
19
：
00

◆
電
話
相
談(

県
内
全
域
対
象)

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

電
子
メ
ー
ル

roudousoudan@
pref.fukush

im
a.lg.jp

◆
日
時　

11
月
22
日
㈭

　

10
：
00
～
16
：
00
（
予
約
は

不
要
）

◆
場
所　

白
河
市
中
央
公
民
館

◆
内
容　

離
婚
、
相
続
、
土
地

・
建
物
、
金
銭
等
を
め
ぐ
る
問

題
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

問
白
河
調
停
協
会

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
５
５
５
５

（
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

白
河
支
部
庶
務
課
に
通
じ
ま

す
。)

　

例
年
と
比
較
し
、
関
東
地
方

で
風
し
ん
の
届
出
数
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
福
島
県
内

無
料
調
停
相
談
会

風
し
ん
の
報
告
数
が

増
加
し
て
い
ま
す

案　
　

内

で
も
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん

に
か
か
る
と
、
胎
児
に
も
感
染

し
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
に

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
特
に

妊
婦
は
感
染
し
な
い
よ
う
十
分

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

村
で
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る

女
性
（
妊
婦
は
除
く
）
、
そ
の

配
偶
者
、
妊
婦
の
同
居
の
家
族

に
対
し
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
麻
し
ん
風
し
ん
の
定

期
予
防
接
種
（
第
１
期
：
１
歳

児
、
第
２
期
：
小
学
校
就
学
前

の
１
年
間
）
を
受
け
て
い
な
い

お
子
さ
ん
は
、
早
め
に
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

こ
れ
か
ら
年
金
を
請
求
さ
れ

る
方
、
す
で
に
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
老
齢

年
金
の
請
求
時
や
受
給
後
に
必

要
と
な
る
手
続
き
、
老
齢
年
金

年
金
受
給
説
明
会

相　
　

談

特
設
人
権
相
談
所

こころんチャリティ

アート展

   

Shall we ART?

絵画･陶芸･雑貨等を展示販売いたします。
カフェやお菓子の家手作り体験コーナーなど盛りだくさん。
お子様も楽しめる2日間です。入場無料！

会場 生活支援センターこころん　TEL 54-1115
11月23日(祝)・24日(土)  10時～16時

 (最終日は15時まで)

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　② 調理員　③ 生活相談員

特別養護老人ホーム ケアハウス泉崎
〒969-0104 西白河郡泉崎村太田川字金山34

☎０２４８－５３－３４５０

〒969-0101 西白河郡泉崎村泉崎字笹立山７-１
☎０２４８－２１－８０８３

地域密着型  特別養護老人ホーム さつきの郷
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ら
ず
福
島
県
内
の
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
に
対

し
て
は
、
罰
則
を
も
っ
て
そ
の

金
額
以
上
の
支
払
い
が
強
制
さ

れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
精
皆
勤
、
通
勤
、
家
族
手
当

・
時
間
外
、
休
日
の
割
増
賃
金

及
び
深
夜
手
当

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、

１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金

問
福
島
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
４

　

つ
な
が
る
Ｃ
a
ｆ
é
は
、
認

知
症
の
方
ご
本
人
や
認
知
症
の

介
護
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
、

支
援
者
、
地
域
の
方
等
が
気
軽

に
集
う
こ
と
が
で
き
る
交
流
の

場
で
す
。

　

普
段
抱
え
て
い
る
悩
み
や
不

安
を
専
門
職
に
相
談
し
た
り
、

同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と
一
緒
に

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
お

話
し
し
ま
せ
ん
か
？

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

『
つ
な
が
る
Ｃ
ａ
ｆ
é
』

 

の
ご
案
内

の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日　

毎
月
最
終
水
曜
日

　

11
月
28
日
・
12
月
26
日
・

　

1
月
30
日
・
2
月
27
日
・

　

3
月
27
日

◆
時
間

　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
つ
き
の

里
」

◆
参
加
費　

100
円
（
飲
料
代

等
）

問
泉
崎
村
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
７
７
７

　

個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

今
回
は
、
年
税
額
が
１
万
円

以
上
の
方
に
、
第
２
期
分
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期

限
は
11
月
30
日
㈮
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
期

限
ま
で
に
金
融
機
関
か
ら
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金

個
人
事
業
税
納
期
の

お
知
ら
せ

に
関
連
し
て
よ
く
お
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
く
内
容
な
ど
に
つ

い
て
日
本
年
金
機
構
年
金
事
務

所
職
員
が
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

出
席
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
15
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

白
河
商
工
会
議
所

　
　
　
　

会
議
室

◆
内
容　

「
年
金
請
求
の
事
務

手
続
き
」
・
「
遺
族
年
金
」

◆
参
加
対
象
者　

昭
和
34
年
４

月
１
日
以
前
の
生
ま
れ
の
方

◆
定
員　

50
名

◆
持
参
物　

筆
記
用
具

◆
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
生
年
月
日
記
入
）

問
福
島
県
年
金
受
給
者
協
会

連
合
会

☎
０
２
４
・
５
２
８
・
９
１
２
１

FAX
０
２
４
・
５
２
８
・
９
１
２
１

◆
時
間
額
：
772
円

　

福
島
県
最
低
賃
金
は
、
常
用
、

臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
の
名
称
に
か
か
わ 

福
島
県
最
低
賃
金
が

平
成
30
年
10
月
１
日

か
ら
変
わ
り
ま
し
た

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
課
課
税
第
一
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
７

　

福
島
地
方
法
務
局
及
び
福
島

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

を
「
第
70
回
人
権
週
間
」
と
し
、

当
該
週
間
を
中
心
に
積
極
的
な

啓
発
活
動
及
び
相
談
活
動
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
次
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

◆
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

◆
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

第
70
回
人
権
週
間
に

つ
い
て



　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島

県
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会

は
、
11
月
12
日
㈪
か
ら
11
月
18

日
㈰
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
電
話
相
談
の
取
組
を

強
化
し
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談

は
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局

職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。
）
に
お
い
て
も
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期
間　

11
月
12
日
㈪
か
ら
11

月
18
日
㈰
ま
で
の
７
日
間

◆
時
間　

８
：
30
～
19
：
00

　

た
だ
し
、
11
月
17
日
㈯
と
11

月
18
日
㈰
は
10
：
00
～
17
：
00

ま
で

◆
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
実
施
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☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
１
９
９
４

◆
役
場
所
在
地

変
更
前

白
河
市
新
白
河
１
丁
目
１
２
１

番
地

変
更
後

白
河
市
新
白
河
１
丁
目
38
番
地

（
グ
ラ
ン
玉
屋
Ａ
１
０
１
）

◆
移
転
日

　

平
成
30
年
９
月
18
日
㈫

問
白
河
公
証
役
場

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
２
２
０
３

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し

て
、
県
内
に
三
世
代
以
上
の
方

が
同
居
又
は
近
居
す
る
住
宅
を

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し

た
場
合
、
取
得
し
た
住
宅
に
係

る
不
動
産
取
得
税
が
申
請
に
よ

り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳

し
く
は
、
福
島
県
県
南
地
方
振

白
河
公
証
役
場
が

移
転
し
ま
し
た
。

三
世
代
同
居
・
近
居

住
宅
を
取
得
す
る
方
へ

興
局
県
税
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

～
「
不
動
産
取
得
税
」
と
は
～

　

不
動
産
取
得
税
は
、
登
記
の

有
無
や
有
償
・
無
償
又
は
そ
の

原
因
（
売
買
、
贈
与
、
交
換

な
ど
。
た
だ
し
、
相
続
は
除

く
。
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
動

産
（
土
地
・
家
屋
）
を
取
得
し

た
方
に
、
そ
の
取
得
ご
と
に
一

度
だ
け
納
め
て
い
た
だ
く
都
道

府
県
の
税
金
で
す
。

問
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
課
課
税
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
７

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保

険
の
加
入
手
続
は
お
済
み
で
す

か
。

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
、
雇
用
形
態
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
、
又
は

11
月
は

「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す
。

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
７

◆
実
施
期
間

　

11
月
９
日
㈮
～
11
月
15
日
㈭

◆
全
国
統
一
防
火
標
語

「
忘
れ
て
な
い
？
サ
イ
フ
に

ス
マ
ホ
に
火
の
確
認｣

◆
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
ま

し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
実
施
に
つ
い
て

泉 崎 さ つ き 温 泉 ◆日 時  2018年11月23日（金）11:00～14:00
◆場 所  泉崎カントリーヴィレッジ  正面入口前  特設会場
◆料 金  一杯  500円（税込）
※限定 300食 完売次第終了となります

ご来場こころよりお待ちしております。



◆
一
般
入
試

◇
試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、

作
文
、
面
接

◇
試
験
期
日

１
期
：
平
成
31
年
２
月
７
日
㈭

２
期
：
平
成
31
年
２
月
21
日
㈭

◆
社
会
人
枠
入
試

◇
試
験
科
目　

作
文
、
面
接

◇
試
験
期
日

　

平
成
30
年
12
月
20
日
㈭

問
白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
３
７
０
１

　

15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子

が
対
象
の
採
用
試
験
で
す
。

　

入
校
と
同
時
に
、
特
別
職
国

家
公
務
員
に
な
り
、
通
信
制
の

高
等
学
校
教
育
を
受
け
な
が
ら

将
来
、
自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を

養
成
す
る
制
度
で
す
。

【
一
般
採
用
試
験
】

◆
受
付
期
間

　

平
成
30
年
11
月
１
日
㈭
～

　

平
成
31
年
１
月
７
日
㈪

◆
１
次
試
験

・
試
験
日

　

平
成
31
年
１
月
19
日
㈯

・
試
験
会
場

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集
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いずみざき21

成
30
年
８
月
24
日
現
在
）

◆
返
済
期
間　

15
年
以
内
（
母

子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
交
通
遺

児
家
庭
の
方
な
ど
は
３
年
の
延

長
が
可
能
）

◆
使
い
み
ち　

入
学
金
、
授
業

料
、
教
科
書
代
な
ど

◆
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等

返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済

も
可
能
）

◆
保
証　

（
公
益
）
教
育
資
金

融
資
保
証
基
金
（
ま
た
は
連
帯

保
証
人
１
名
以
上
）

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
・
６
５
６

◆
受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
、

こ
れ
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る

方
（
中
学
校
卒
業
で
も
履
修
が

可
能
と
認
め
ら
れ
る
方
を
含

む
）
、
年
齢
、
性
別
不
問

※
た
だ
し
、
社
会
人
枠
入
試
は

20
歳
以
上
で
２
年
以
上
の
就
労

経
験
が
あ
り
専
願
の
方

　

受
験
申
込
方
法
等
は
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　

30
名

白
河
准
看
護
学
院

生
徒
募
集

募　
　

集

防
炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生

活
事
業
で
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入

学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
に
教
育

貸
付
を
し
て
い
ま
す
。

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
公

的
な
制
度
で
す
。

◆
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方　

融

資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入

学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護

者
。
子
供
の
人
数
が
１
人
の
場

合
、
給
与
所
得
者
は
世
帯
収
入

７
９
０
万
円
以
内
（
事
業
所
得

者
は
世
帯
所
得
５
９
０
万
円
以

内
）

◆
融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人

に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

◆
利
率　

年
１
・
７
６
％
（
平

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

　

成
セ
ン
タ
ー

・
試
験
科
目

　

国
、
社
、
数
、
理
、
英
、
作

　

文
（
５
０
０
文
字
）

◆
２
次
試
験

　

１
次
試
験
合
格
者
の
み
案
内

い
た
し
ま
す
。

・
内
容

　

口
述
試
験
・
身
体
検
査

【
推
薦
採
用
試
験
】

◆
受
付
期
間

　

平
成
30
年
11
月
１
日
㈭
～

　

平
成
30
年
11
月
30
日
㈭

◆
試
験
日

　

平
成
31
年
１
月
５
日
㈯
～

　

７
日
㈪
の
指
定
す
る
１
日

◆
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

◆
試
験
科
目

　

口
述
試
験
・
筆
記
試
験
・
身

体
検
査

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
０
３
７
２

　

自
衛
官
候
補
生
の
募
集
年
齢

要
件
が
変
わ
り
ま
し
た
。

自
衛
官
候
補
生
募
集

◆
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◆
試
験
期
日

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
試
験
期
日

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
入
隊
時
期

　

平
成
31
年
３
月
下
旬
か
ら
４

月
上
旬

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
０
３
７
２

◆
募
集
人
員　

専
任
職
員
２
名

◆
応
募
締
切　

11
月
26
日
㈪

◆
募
集
要
項

　

矢
吹
原
土
地
改
良
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載

問
矢
吹
原
土
地
改
良
区

☎
０
２
４
８
・
４
２
・
３
１
２
１

URL　

http://yabukihara.org/

矢
吹
原
土
地
改
良
区

専
任
職
員
募
集



今 月 の 行 事　　【11月10日～12月９日】

■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■ 小児科

11
■ 歯科

11（日） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎2１-2166（白河市老久保）

か ね こ ク リ ニ ッ ク
☎24-3111（西郷村道南東）

か た の 歯 科 医 院
☎22-8833（白河市結城）

18（日） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

しらかわ腎泌尿器内科クリニック
☎24-2311（白河市中山南）

河 島 歯 科 医 院
☎23-2739（白河市天神町）

23（金） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

さ か の 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク
☎24-5111（白河市旭町）

国 馬 歯 科 医 院
☎45-2781（矢吹町奉行塚）

25（日） 関 医 院
☎23-3003（白河市横町）

く に い 増 見 ク リ ニ ッ ク
☎46-2258（白河市大信増見）

斎 須 歯 科 医 院
☎32-4347（白河市表郷金山）

　2（日） 関 医 院
☎23-3003（白河市横町）

鈴 木 ホ ー ム ク リ ニ ッ ク
☎31-8181（白河市南真舟）

ひ ぐ ち 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-5307（矢吹町大久保）

　9（日） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42-2040（矢吹町大久保）

千 葉 医 院
☎24-2080（白河市外薄葉）

酒 井 歯 科 医 院
☎42-2303（矢吹町中町）

11 ／

12 ／

10
（土）

総合検診
学習発表会
ハンドクラフト教室、筆ペン・ボー

ルペン字教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

11
（日）

泉崎村芸能発表会
休日窓口開庁日（役場・社協）

12
（月） 振替休業日

13
（火）

歯科クリニック（フッ素塗布）
貯筋会

平成30年度子ども議会

14
（水）

出前元気はつらつ教室全体交流会
英会話教室

15
（木） 平成31年度入所児募集（15日～22日)

16
（金）
17
（土）

文化祭囲碁大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

18
（日）

絵画教室
ふくしま駅伝大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

19
（月）
20
（火）

貯筋会
なかよしクラブ

21
（水） 英会話教室

22
（木）

よいこの発表会予行練習、弁当の日
手作り弁当の日
文化祭表彰式

23
（金）休日窓口開庁日（役場・社協）

24
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

25
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

26
（月）
27
（火）

1歳児・2歳児健康相談
個別懇談①
貯筋会

28
（水）

個別懇談②
英会話教室

29
（木）

個別懇談①
個別懇談③

休肝日

30
（金）

固定資産税第3期納期限
国民健康保険税第5期納期限
後期高齢者医療保険料第4期納入期限
集落排水使用料第4期納入期限
村営住宅使用料11月分納入期限
介護保険料第5期納期限

個別懇談②
個別懇談④
成人学級

22広報
いずみざき

12/1
（土）

よいこの発表会
ハンドクラフト教室、筆ペン・ボー

ルペン字教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

2
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

3
（月）

個別懇談③
クック＆クッキング（白河市）

振替休業日

4
（火）

特設人権相談所開設
個別懇談④
貯筋会

5
（水）

個別懇談⑤
英会話教室

6
（木） なかよしクラブ自由参加日

7
（金） 授業参観、学年懇談会

8
（土）

行政相談：心配ごと相談所開設
クリスマス子ども会

休日窓口開庁日（役場・社協）

9
（日）

休肝日
絵画教室

休日窓口開庁日（役場・社協）

会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
http://www.asahi-rubber.co.jp/
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霧
雫
後
姿
の
深
く
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　

子

秋
の
水
た
だ
よ
う
ば
か
り
夜
の
鏡　
　
　
　
　
　

々

線
路
跨
ぎ
か
け
足
で
来
る
沼
の
秋　
　
　
　
　

戴　

子

大
池
の
音
の
数
多
を
秋
日
和　
　
　
　
　
　
　
　

々

日
の
当
た
る
方
へ
流
る
る
落
葉
か
な　
　
　
　

堯　

子

柄
の
白
を
極
め
て
ゐ
た
り
毒
き
の
こ　
　
　
　
　

々

田
の
色
の
は
れ
ば
れ
不
意
に
浮
き
上
る　
　
　

潤　

子

総
立
ち
の
拍
手
の
中
の
泡
立
草　
　
　
　
　
　
　

々

息
深
き
木
々
に
大
き
く
月
の
秋　
　
　
　
　
　

栄　

子

寺
の
実
に
烏
峠
の
風
通
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

々

十
月
を
か
ら
り
と
踏
ん
で
松
林　
　
　
　
　
　

光　

德

何
か
言
ふ
視
線
の
先
を
き
つ
と
見
る　
　
　
　
　

々

つ
ち
く
れ
の
中
の
あ
か
る
さ
秋
蛙　
　
　
　
　

和　

子

秋
光
の
交
は
る
こ
と
も
水
の
秋　
　
　
　
　
　
　

々

老
人
の
う
し
ろ
あ
か
る
く
籾
乾
く　
　
　
　
　

秀　

子

わ
が
影
の
衰
ふ
秋
の
疎
林
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

々

真
四
角
の
稲
田
一
枚
笑
ふ
こ
ろ　
　
　
　
　
　

秀　

治

葉
の
影
の
濃
淡
秋
の
ふ
か
ま
り
来　
　
　
　
　
　

々

秋
の
雲
ち
ぎ
れ
ち
ぎ
れ
て
急
ぐ
か
な　
　
　
　

ゆ
き
こ

団
栗
の
掃
き
寄
せ
ら
る
る
絵
画
展　
　
　
　
　
　

々

夢
の
あ
と
水
に
及
べ
り
薄
紅
葉　
　
　
　
　
　

光　

郎

稲
原
に
芒
密
着
し
て
暮
る
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

々

秋
澄
む
や
湖
上
に
あ
り
し
石
舞
台　
　
　
　
　

直　

子

縁
下
に
臼
の
置
か
る
ゝ
秋
の
寺　
　
　
　
　
　
　

々

４Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

11 11 11
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：H30.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H30.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H30.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人） こ

ち
ら　

戸
籍
窓
口

10月１日

現　　在

男 3,121
6,356 2,159

女 3,235

９月１日

現　　在

男 3,122
6,338 2,140

女 3,216

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

熊
田　

恵え

ま茉
ち
ゃ
ん

（
哲
也
さ
ん
・
万
莉
子
さ
ん
）

渡
邉　

凜り

心ん

ち
ゃ
ん

（
誉
さ
ん
・
繭　

さ
ん
）

お
悔
や
み

久
保
木
義
之
さ
ん

　
　
（
64
歳
・
太
田
川
字
前
谷
地
）

小
林
マ
ス
ヱ
さ
ん

　
　
（
85
歳
・
太
田
川
字
金
山
）

松
川　

貴
志
さ
ん

　
　
（
76
歳
・
泉
崎
字
神
田
）

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

リレートーク 北住　勝さん（字堂ノ下）
発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2111  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

平
成

30年
11月

１
日

発
行（

毎
月

１
日

発
行

）
広
報

い
ず
み
ざ
き

No.615

　皆さん、こんにちは。私は堂ノ下
の「北住石材店」の長男として生ま
れましたが、現在、下宿に「まさる
鍼灸整骨院」を開業しました。
　小さい時から周りから「後継ぎな
んでしょ？」と言われるのが嫌でし
た。（笑）
　私の父は、「好きなことをしなさ
い」そんなスタンスの父でした。そ
の言葉に助けられ、今だに好きなこ
とをしてます。
　健康産業に携わってる者として思
うのは「健康」とは好きな事をし続
けるということだと思います。患者
さんを見てても「歩けるようになっ
て〇〇に行きたい」「治したら習い

事の〇〇を始めるんだ」というよう
に欲を出すことが大切だと感じます。
　自ら知る、聞く、見る、調べる、
探す、考える、行う、伝える、発信
する。これらは全部「動詞」です。
欲を出し健康を保つには受動的にな
らず、なんでもいいからやりたいこ
とを求めて動くことが大切だと思い
ます。
　色々な事が楽しめる秋になりまし
たので、健康の為にも何か新しいこ
と始めてみませんか？
　ちなみに私は最近、岡山県倉敷市
真備にボランティアに行ってみまし
た。詳しくはまさる鍼灸整骨院で調
べてみてください。

213

ALT通信　Assistant Language Teacher　　ボーゲン・サラ先生

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

本
柳
遥は
る

都と

く
ん
（
字
下
宿
）

大
澤
芽め

依い

ち
ゃ
ん
（
字
烏
川
）

諸
根
愛あ
い

子こ

ち
ゃ
ん
（
字
八
雲
神
社
）

次回、野中里美さんに
バトンタッチ！

　私の住んでいたミネソタ州には１１,８４２個の湖があり、ボートやフィッシン
グが楽しめます。州の夏の天候は、暑いですが、からっとしていて、冬は日本と同
様に雪が降ります。食べ物は、コーンや大豆、また豚肉や、七面鳥が主です。州に
は大きな市と田舎町があり、州の中からミシシッピ川がはじまります。また世界で
３番目に大きいと言われるスペリオル湖は、北海道より面積が大きいです。

　アメリカは移民とネイティブアメリカンにより築き上げられまし
た。また、「人種のるつぼ」とよばれ、様々な人種が住み、その文化
も異なります。私の家族も100年前に、スウェーデンとポーランドか
ら移住しました。州には文化が異なる人々が住んでいて、モノ族とソ
マリ族、またアフリカ人やメキシコ人もいます。
　私のアメリカの一番好きなところはアメリカの多様性（ダイバーシ
ティ）です。


